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   1. Intravesical instillation of cephaloridine was done in the cystitis dogs as well as in 
the normal dogs. Transfer of the antibiotic into the blood was striking in the former but 
minimal in the latter. 
   Human inflamed bladder also showed good transfer of cephaloridine but not so remarkable 
as in the dogs with cystitis. 
   2. Radioautographic study with "C-chloramphenicol instilled into the normal bladder of 
mice suggested the presence of two different routes of the movement of antibiotic, 1) bladder-
kidney-bladder and 2) bladder-liver-gallbladder-small intestine-large intestine. The amount 
of the transfered antibiotic was smaller than in the control animals receiving general admini-
stration. 
   3. The effect of topical cephaloridine upon dog cystitis, particularly upon the micro-
organisms invading the bladder mucosa, muscular layer, and serosa was investigated by 
bioautography combined with TTC test. Bacteriostatic effect began in 4 hours after instilla-
tion and became complete in 16 hours. These were quite similar as in the control group of 
general administration. 
   In the lower urinary tract infection, the topical antibiotic treatment may be effective just 






















































所治療 としては,慢性尿道炎,膀 胱炎に対 し消
毒剤,収 敏剤の 洗浄療法が ほとんどで あった


































a)CER局 所投 与時の イ ヌ正常 膀胱お よび













































































b)CER局 所 投与時の ヒ ト正常膀胱 お よび
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Table4炎 症 膀胱(ヒ ト)
CER1.Og膀胱 内注 入 時 の血 中濃 度
mcg/rn1
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Table5正 常膀 胱(ヒ ト)






















































mgの 標 品 をRadiochemicalCentre(England)よ
り得,塩 酸 リ ドカ イ ン液(藤 沢 薬 品)に 溶 解 し,投 与
液 とし た ・投 与量 は5μci(160μ9)/mouseで,投与 経
路 は 全 身投 与 の場 合 は 尾 静 脈 よ り,膀 胱 内局 所 投 与 の
場 合 は エ ー テ ル麻 酔 下 で開 腹 し 膀胱 を露 出 し,ゲ ージ
No・26のきわ め て細 い 注射 針 で膀 胱 内に 注 入 した .注
入 後,注 入液 の漏 出が 起 こ らな い よ う注 射 針 を 抜 去 し
た の ち,す み や か に ノベ ク タン を 塗 布 し 腹 部 を 縫 合
し,尿 道部 は 膀 胱 注 入 薬 剤 が 漏 れ な い よ うに 結 紮 し.
た,indicatorはトリパ ン ブル ー を使 用 した.
後 日の 切 片 調製 時 の所 見 と して膀 胱 内 に投 与 され た
色 素 の 腹 腔 内へ の漏 出 の証 拠 は 認 め られ な か った.
autoradiographyはUllbergの原法2)に も とつ ぐ
松 岡 の変 法3)によ り実 施 した.す な わ ち 標 識 薬 物投 与
2時 間 後,マ ウス を エ ー テル 麻 酔 下 に アセ トン ・ ドラ
イ ア イ スに て 凍 結致 死 せ しめ,CMCペ ー トス に包 埋
後,50μ 厚 の凍 結 切 片 標 本 を テ ー プ切 片 と して 得 た.




























2時 間 後 の マ ウ ス のautoradiogram
、 、㌃ ㌔
○
工業用X線 フィルムに10日間密着した.現 像はレン ド
ール,20.C,8分の条件でおこなった.
実験結果






























































































































対 照 の 未 処 置群 も条 件 を 同 じ くす るた めpentobar-
bita1麻酔 を施 行 した.
また3群 と も500ccの 生 理 食 塩 水 を ゆ っ く り6時
間か け て点 滴 静 注 し た.
bioautographyの作成 の手 順 は 高瀬 ら4)の報 告 に 従
っ た.概 要 はTable7に示 した よ うに,ま ずCER投
Table7Bioautographyの作 成 方法
試験犬(膀 胱炎惹起群)
←CER1.Og膀 胱 内 注 入,筋 肉 内注 射,
無 処 置
く一4時 間,8時 間,16時 間 後,膀 胱 を 摘 出
ドライ ア イス 中 で凍 結
《一 ミクロ トー ムで 切 片 作製
切 片(約400Pt)
←寒 天 平 板 上 に 貼 付
《一培 養
←O.1%tripりenyltetrazorium




























































































































係 し て い る よ うで あ る.す な わ ち 炎 症 膀 胱 且5・20・27・33),
あ る い は器 械 的,化 学 的損 傷 且3・31・36)を蒙 っ た膀 胱 では
正常 膀 胱 に 比 して 各種 物質 の 吸収 が よい よ うであ る.
そ れ ゆ えCohnheim37)は極 端 に膀 胱 よ りの吸 収 を 否
定 し,膀 胱 に 見 られ る 吸収 は カ テ ー テル 挿 入時 の 膀胱
粘膜 の損 傷,膀 胱 に 加 え られ た手 術 的 操 作 に よ る結果
の見 せ か け の もの で あ る と反 論 し て い る.
抗 菌 物 質 を膀 胱 に 注 入 し た場 合 の膀 胱 よ りの 吸 収 に
関 し ては2,3の 報 告 が 認 め られ る.
林 ら16)は正 常 家 兎 膀胱 に お い てPC,SMを 膀胱 内
に注 入 し鳥 居 ・川上 重 層法 に よ り15分,30分後 に 体液
中 の有 意 義 な 抗 生 物 質 を測 定 し,ま たsulfathiazole,
sulfadiazin注入 例 でaldehyde反応 に よ り検 定 し,
5～15分後 に 体液 中へ の移 行 を 確 認 す る こ とが で きた
と報 告 し て い る.
中 平33)は動 物 実 験 に お い て膀 胱 にPC200mcg/cc
を20分間接 触 し,腎 孟,尿 管,膀 胱 の組 織 内濃 度 を 測 定
し,そ れ ぞれ8.7mcg/g,22.25mcg/g,37.65mcg/g
と有意 義 な値 を検 出 し,ま たSMに お い て 同様 な こ と
を 検 討 し,100mcg/m1内外 の注 入 では 腎 孟,尿 管,
膀 胱 の組 織 内 濃 度 は1.25mcg/g,2.05mcg/g,1.85
mcg/gと抗 生 物 質 の膀 胱 よ りの 吸 収 を 認 め て い る.
一方 ,抗 菌 物 質 の 炎 症 膀 胱 よ りの 吸収 に 関 して は,
西 村 ら1)の詳 細 な 報 告 が あ る.か れ らは イ ヌの 正 常 膀
胱 群 に お いて500mcg/ml,およ び1000mcg/m1の
sulfamethizoleを膀 胱 内 注 入 し,500mcg/m1溶液 注
入例 で120分後,遊 離 型9.Omcg/g,総量9.1mcg/g,
1000mcg/m1溶液 注 入 例 で60分後,遊 離 型0.8～5.4
mcg/9,総量0,8～5.6mcg/9と微 量 のsulfamethizole
を検 出 し てい る.一 方,エ ー テル を 注 入 した 炎 症 性膀
胱 群 では500mcg/m1溶液 注 入 例60分後,遊 離 型82.8
お よび24.8mcg/9,総量83.0および25.8mcg/9,1000
mcg/ml溶液 注 入 例 で30分後,平 均 組 織 内 濃 度 は218
mcg/9,総量236mcg/9と 普 通 経P投 与 量 の さ い の
最 高血 中 濃 度 よ り高濃 度 のsulfamethizoleを膀 胱 組
織 内に お い て 検 出 し,炎 症 性 膀 胱 に抗 菌 物 質 を 注 入 し
た場 合 は 膀 胱壁 を通 過 して 血 中 へ の 移 行 は 著 明 で あ る
と述 べ て い る.
著 者 も イ ヌお よび ヒ トの 正 常 粘膜 膀 胱 お よび炎 症 粘
膜 膀 胱 に お い てCER1.09を 膀 胱 内 に 注 入 し血 中移
行 を 検討 し た.
イ ヌの正 常 膀 胱 では 最 高 ピー クがNo.1で0.44
mcg/ml,No.2で1.85mcg/m1と低 い が,炎 症 膀 胱
ではNo.1で61.Omcg/ml,No.2で13.5mcg/ml
と非 常 に 高 い値 であ った.一 方,ヒ トの正 常 膀 胱 では































































































































1)正常膀胱犬お よび炎症 性膀胱犬 を用いて
cephaloridineを膀胱内に注入 し,血 中への移
行 を観察 した.炎 症性膀胱犬にお いては著 明な
血 中移行 を認 めたが,正 常膀胱犬 では血中移行
は きわめて微量 であった.
ヒ トの場合において も同様,正 常膀胱 お よび
炎症性膀胱 の さいにcephaloridineを膀胱 内に
注入 し,血 中へ の移行を観察 したが,炎 症性膀
胱 においては,や は り血中 移行 は 良好 であっ
た.し か しイ ヌ砥 ど著 明でなか った.
2)マ ウス 正常膀胱に おい てi4C-chloram-
phenicolを膀胱 内に 注入 し体 内 移行 を観察 し
た.
経路 は膀胱組織 を通 じて腎一膀胱,お よび肝
一 胆嚢 一小腸一大腸の経路が考 え られ るが,対
照の全身 投与 の 場合 に 比 し移行量 は 少 なか っ
た.
3)炎症性 膀胱 犬におい てcephaloridineを
局所投与 す ることに よって膀胱粘膜 層,筋 層,
漿 膜層に侵襲 している菌 に対 し,い かに作用す
るかをbioautographyによって検討 した.
CER1.Og膀胱 内注入 では,対 照 の全身投与
の場合 と同様 に,注 入 後4時 間 で菌 の生育阻止
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